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第Ⅴ部 関係団体―中華民国工業安全衛生協会（台湾）の概要 

この資料は、中華民国工業安全衛生協会（台湾）のご了解を得て、同協会が発行されている 2022 年版の年報（英語版：ISHA  Annual  Report、

2022。その表紙は、次の図のとおりです。）から、同協会の理事長の序文、紹介、台湾の労働安全衛生のプロフィール、付属書―１等の部分を抜

粋して、英語原文―日本語仮訳の形式によって、作成したものです。 

 

[資料出所] Annual Report 2022, Industrial Safety and Health Association of the ROC (Taiwan) (略称：ISHA) 

 

[原典の所在]： 

https://isha.org.tw/Msite/Page.aspx?pk=7136    

 

 [原典の表紙] 

 

 

 

  

https://isha.org.tw/Msite/Page.aspx?pk=7136
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（資料作成者注：以下の文章については、ガードがかかっていてコピーすることができず、スナップ写真としてコピーすることしかできません

ので、上欄に英語原文を、その下欄に日本語仮訳を掲げています。） 

 

 

会長の序文 

 

CV-19 の大流行及びその労働の世界への深刻な影響は、まさに我々すべてにとって労働安全衛生がいかに重要であるかを再認識させました。職場は、容易に悪名高

いコロナウィルスに汚染され、労働者がばく露し、その家族や社会に感染の危険をもたらしました。 

ISHA は、この大流行の間に、労働安全衛生の推進の強化を持続させるために、政府及び企業を援助するためのあらゆる努力をし、職場における安全及び健康の防

護壁になりました。 
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労働安全衛生を促進し、職場環境を改善し、さらに労働災害を減少させるという政府の方針を遵守しつつ、ISHA は、1960 年に最初の非営利労働安全衛生組織とし

て設立されました。ISHA は、台湾における最も歴史がある、最大の組織として長く活動してきました。そのサービスは、早い時期から労働安全衛生要員の訓練、

教育訓練資料の編纂、教育訓練課程、セミナー及びワークショップ等を提供してきました。労働安全衛生を強化するという政府の方針にそって、及び中小企業か

あの要請に応えて、ISHA は、労働安全衛生マネジメントシステムの樹立に関するガイダンスを提供し、さらなる労働安全衛生教育資料を出版し、国内での情報技

術を活用した管理システム及びサービスを強化してきました。これらの ISHA によって提供された活動は、次のとおりです。 
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1 労働安全衛生教育訓練 

 ISHA が提供する労働安全衛生教育訓練コースは、労働安全衛生管理に携わる要員、特別の機械及び設備の操作者、有害な物質の管理者、様々

な業種の労働安全衛生管理者、様々な業種の労働者に対するオンザジョブ労働安全衛生訓練、救急措置担当者への訓練、ゼロ災キャンペーン

活動者への訓練及び特別な業種のために特化した訓練を含んでいる。 

2 労働安全衛生仮想現実空間（バーチャルリアリテイ）訓練 

 それは、潜在的な危険及び最終的な防止策をより良く理解するために、職場、プロセス及びシミュレーションを用いる可能性を示している。
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このようなアプリケーションは、工学的プロセスを含む実際の作業空間において、観察し、相互に作用する仮想シーンでの 3 次元動作を使用

者にもたらす。 

3 特別の機械及び設備に関する公認の検査 

 ISHA は 特別な又は危険は設備及び機械に関する検査を行える、台湾政府が任命した３つの組織の一つである。台湾南部の検査地域で、ISHA

はボイラー、高圧容器、クレーン、ゴンドラ及びエレベーター等の検査サービスを提供する。 

4 作業環境管理及び改善ガイダンス 

 政府の労働安全衛生政策に沿って、ISHA は事業者に対して、物理的及び化学的有害因子に関する労働衛生管理を実施し、貧弱な作業環境を

改善するための勧告及び改善手段に関する指導をすることが認められている。 

5 労働安全衛生マネジメントシステムの促進 

 ILO-OSH2001 の方針の下で、「台湾労働安全衛生マネジメントシステム（TOSHMS)が 2007 年に公布された。ISHA は TOSHMS 及び ISO4500 の樹立

及び実施を支援する役割を与えられている。 

6 労働安全衛生に関する技術的サービス 

 ISHA は、選択された中小企業に対して、改善され、そして身のたけに合った労働安全衛生対策、労働安全衛生上の課題に関する自主的な管

理及び改善のガイダンス、一定の企業に対する省エネルギー及びカーボン削減、人間工学的因子、身体的労働者に対する健康促進及びフィッ

トネス、石油化学産業に対する技術指導を、政府からの委託された使命として実施している。さらに、ISHA は、台湾における職場の健康プロ

グラムの推進において、政府を支援している。 

7 国際協力 

 毎年の APOSHO 会合に正会員として参加しているうえで、ISHA は、国際的な労働安全衛生のカウンターパート、例えば、日本、韓国、USA 等

と知識及び技術の交換を目指しているほか、中国、香港及びマカオの労働安全衛生組織と密接な関係を維持している。 

8 労働安全衛生に関する促進キャンペーン及び関連する活動 

 ISHA は、しばしば、様々な分野、例えば、ゼロ災キャンペーン、家庭安全、健康増進、安全文化、請負業者管理、ICAP リスクアセスメント

訓練コース、職業性疾病の予防、等でのセミナーを実施している。また、産業安全及び保健に関する月刊誌の発行、様々なタイトルの教本、

規則、ハンドブック及び他の教育手段を出版してきており、最新の労働安全衛生情報をウェブサイトで提供してきた。 

政府機関、学会、労働者及び使用者の協調された努力のおかげで、最近数年間で台湾における死亡災害発生 1,000 人率は減少し、2018 年の

0.024 から 2022 年には 0.022 に減少した。しかし、過去 10 年間で経済成長が加速し、人々は、直接に生産に関連して生ずる労働安全衛生問題

に関心を一層寄せている。台湾の労働局及び労働安全衛生組織の両方が、この問題、例えば、労働安全衛生マネジメントシステム、中小企業
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の労働安全衛生の改善、ハイリスクの化学的な危険有害因子についての予防手段及び新技術によって生ずる健康リスク等にますます注意を払

っている。労働安全衛生法は、労働災害並びにっ労働安全及び保健の予防を目的として制定された。新たなメカニズムは、次のとおりである。 

1 機械、設備及び化学物質の発生源での管理、 

2 職業性予防システムの改善、 

3 女性労働者の母性保護の強化、 

4 ハイリスクの作業場の管理及び監督の強化、 

5 職場における健康及び安全文化並びに関連産業の発展、 

この法律は、台湾が完全な労働保健及び安全保護システムを築き、そして、すべての労働者の健康及び安全を効果的に保護するであろう。こ

れらのすべては、ISHA が来たるべき年に労働安全衛生の分野で持続的な改善を達成することに焦点を当てる業務となるであろう。 
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ダー ヅー タン 

中華民国工業安全衛生協会会長 

2023 年 6 月 

 


